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ﾌﾟﾘｵﾝの感染発症リスクの解
明

食品安全基本法の制定
（科学に基づき評価を
行う機関と、政策的
に管理を行う機関の
分離、透明性の確保）

効果的な
コミュニケーション研究

アレルゲンの
同定、検知法
開発、表示

輸入食品の監視
強化

動物由来感染
症のリスク研究

食品由来の未
知の健康影響
に対する対策

食品の安全確保の推進と国民向けの説明

安全・安心の実現

ＳＲＭの除去、
検査等実施

高感度・迅速検
査法の開発

感染・発症機構
の解明

汚染防止のため
の処理方法の
開発

サーベイランス
の強化

原因（菌、ウィル
ス、毒素） など
の早期発見、診
断

研究課題 等
食品の安全に対する不安の増大

迅速検査法、
一斉検査法の
開発

ノロウィルスの不
活化方法の開
発

遺伝子改変によ
る新規タンパク
質等の安全性
研究

信頼性の高い
検知法・分析法
の開発

効果のエビデン
スを明らかにす
るための安全
性・有効性研究
の推進

信頼性の高い
検知法・分析法
の開発

科学的問題

モダンバイオ
テクノロジー
応用食品

1986年イギリス
の牛で確認

世界で約19万
頭、国内でも１４
頭の牛が感染

vCJDが、世界
で168名、国内
で１名発症

新技術による新
しい食品の出現

植物→魚類など
への拡大

新たな機能の付
加

食品ｱﾚﾙｷﾞｰ患
者の増加

輸入食品の増加

食品に起因する
動物由来感染症
（Ｅ型肝炎、Ｑ
熱）

食品由来と考え
られる健康被害
（スギヒラタケ）

不特定多数を
標的としたテロ
の危険性が増
大

防止策が脆弱

健康食品 ＢＳＥ 食中毒 食品テロ その他

等

食中毒事件数
１,５８５件、患者
数２９,３５５人、
死者数６人

ノロウィルス食中
毒の増加

高機能性食品
高抽出・濃縮
サプリメントなど
次世代食品の
出現

食品の安全に関する問題点
社会的問題

偽装表示や基準違反
の続発

BSE感染を未然防止
できなかった行政の
問題

クライシスコミュニケー
ションの失敗

食品の安全に対する
信頼の喪失と不安の
増大



医療の安全に資する科学技術

22



医療の安全について

☆相次ぐ医療事故・・・

患者取り違え（横浜市立大）
手術部位の間違い（東京医大）
抗がん剤の間違い（鹿児島大）
抗がん剤の過量投与
（埼玉医大、米ダナ・ファーバー癌研究所）

等

医療機関や医師等に対して
不安を感じること

15.6%

57.7%

23.4%

2.4%

0.9%

よくある

ときどきある

あまりない

全くない

無回答

健康と生活の安全・安心に関する意識調査報告書
２００４年３月厚生労働省委託調査

Ｎ＝１，２９３

☆医療に対する不安・不信

国民の医療に対する不安・不信の払拭には？

安心・安全で良質な医療提供体制の確立 23



医療の安全について

ヒューマンエラーを最小にするために

行動科学 品質工学

経営工学

航空・宇宙安全工学

人間工学
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「基礎」から「応用」、「しくみ」から「成果」へ

安心・安全で良質な医療

医療の安全にかかる基礎情報の収集と提供医療の安全にかかる基礎情報の収集と提供
例：診療行為における危険度のマッピング 等

個別領域の具体的な医療安全方策の研究個別領域の具体的な医療安全方策の研究
例：医療安全工学を活用した事故を起こしにくい病院建築設計

ITを活用した患者安全管理や手技訓練の実施
フールプルーフ仕様の医療機器開発 等

医療の質・安全性の評価方法の開発医療の質・安全性の評価方法の開発
例：ＴＱＭ（医療品質管理）手法の確立 等

医療事故発生後の対応の研究医療事故発生後の対応の研究

医療安全工学

安全性向上
質の向上

信頼性向上

建築計画学

ＩＴ



医療安全工学

a:便座高さ H=400mm
b:L字手すり～壁 230mm
c:便器先端～縦手すり 250mm
d:手すり間隔 700mm

現況 改善案

温水洗浄便座
操作パネル

引き戸

便器洗浄押ボタン(本人用)

ナースコール用
押ボタン

ペーパーホルダー
(本人用)

手洗器
位置変更

L字手すり
寸法変更

d
a c

b

医療安全工学を活用した転倒の予防対策の一例

可動式手すり
(はね上げタイプ)

高齢患者の行動特性
（ジェロンテクノロジー）

病院の建築特性
（建築計画学）

使い勝手
（エルゴノミクス）

エルゴノミクスに基づく設置位置案

健常人の行動特性をベースにした
構造物の設置
→ 転倒事故の一原因

国立保健医療科学院 筧ら
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今後の方向性 ： 事故を起こしにくい病院建築の設計



ＩＴを活用した医療事故防止策の一例（高度ＩＴ化病棟）

・輸液ポンプ設定間違い

検査情報
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薬剤情報
ＰＤＡによる
オーダリング

ＰＤＡによる
・ナースコール
・EC（緊急呼出）
・ベッドサイド情報の確認
・検査情報の確認
・薬剤情報の確認

ベッドサイドの医療機器から
の情報のモニターリング

オーダリングと実際の
治療・処置との照合

ＰＤＡによる
・検査情報の確認
・薬剤情報の確認
・EC（緊急呼出）

・モニター心電図異常
インテリジェント・
ナースコールシステム

（オンライン型情報ステーション）

今後の方向性：取扱生体情報の拡充、電子カルテシステムとの融合
生体埋込型医療材料のICタグによるトレーサビリティ向上



安全な手技・手術のためのシミューレーションの例

○静脈留置針シミュレーター○内視鏡シミュレーター

静脈に対する点滴用針を留置する際の手技を、
モニターに再現した３次元画像上で訓練する。
視覚と触感での訓練が可能。

内視鏡下の手術や検査の際の手技を、モニターに再現した
３次元画像上で訓練する。視覚下での器具の操作訓練が可能。

結紮訓練 クリッピング訓練

本体

本体

今後の方向性 ： 対応するデバイスや患者年齢の拡充
再現性向上（触感等、より高いRealityへ） 27
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